
 
 
 

 

2022高速ジェット船「セブンアイランド」春の季節運航実績(速報値)について  

令和４年２月１日（火）から始まりました令和３年度の東京・館山・大島・熱海を結ぶ「高速ジ

ェット船」春の季節運航は３月２７日（日）に無事終了し、実績は以下のとおりでした。 
 

【令和３年度高速ジェット船運航実績】     
年 度 令和元年度 令和３年度 備  考 

予定運航日数 ５１日 ５５日 ４日間延長 
予定運航便数 １６２便 １１０便 午後便の運航がなかったため 

実便数 １５８便 １０３便 欠航：５日間（７便） 
館山港乗船客数(a) ３，８９２人 ２，０５６人 ※対令和元年度比：５２．８％ 
館山港下船客数(b) ３，６２１人 １，９７０人 ※対令和元年度比：５４．４％ 
館山港乗下船客数 

計 (a）+(b) 
７，５１３人 ４，０２６人 ※対令和元年度比：５３．６％ 

ツアーバス台数 ４１台 １３台 ※対令和元年度比：３１．７％ 
 
【航路別実績】 

年 度 令和元年度 令和３年度 対令和元年度比 
館山→大島 ２，９８８人 １，６３０人 ５４．６％ 
館山→（大島経由）→熱海 ７９人 ６４人 ８１．０％ 
館山→東京 ８２５人 ３６２人 ４３．９％ 
大島→館山 ２，８００人 １，５５２人 ５５．４％ 
熱海→（大島経由）→館山 ― ６８人 ― 
東京→館山 ８２１人 ３５０人 ４２．６％ 

合計 ７，５１３人 ４，０２６人 ５３．６％ 
 

令和３年度の高速ジェット船「春の季節運航」は、新型コロナウイルス感染症の拡大により令和

２年度の全便が中止となったことから２年ぶりの運航となり、館山市民号や滞在時間が延長し、利

便性が向上した熱海航路、東海汽船㈱が企画した、「館山炙り海鮮丼」を昼食にした着地型のバスツ

アーの造成、「東京⇔館山」・「館山⇔大島」格安往復切符などにより、利用者数の増加を目指してい

たが、運航開始前の１月２１日～２月１３日（最終的には２回の延長を経て３月２１日まで延長）

の間、まん延防止等重点措置が千葉県に適用されたことから特に２月期の利用者が大幅に減少した

ことから利用者数が伸びず、３月に入り少しずつ増加してきたが、特に旅行会社が企画する募集団

体のバスツアーの減少や予約数の多かった日曜日等に欠航となったことなども重なり、館山港にお

ける乗下船者数は令和元年度と比較して３，４８７人の減（対比：５３．６％）という結果となり

ました。 
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【東海汽船㈱担当者コメント】 
 期間を通して、天候が不安定な日が多く、例年と比較して欠航も多かった。 
秋に造成した募集団体のツアーについては、ＧｏＴｏキャンペーンの再開を見込んでツアー造成をす

る旅行会社もありましたが、まん延防止等重点措置の発令に伴いＧｏＴｏキャンペーンの再開が延

期となったことから催行本数は過去最低となってしまいました。 
個人利用者も２月前半は新型コロナウイルス感染者の新規感染者数の急拡大により厳しい状況

下での運航となりました。 
令和４年度の春の季節運航は、アフターコロナとなっていることを見込み、運航開始からの利用

者増加を目指すとともに、今年度、厳しい状況下の中でも「館山⇔熱海航路」の往復の需要が見え

てきたことから、「館山⇔大島航路」、「東京⇔館山航路」に加え、更に集客に力を入れていきたいと

考えております。 
 

【館山市】 
高速ジェット船を運航する東海汽船㈱とウィズコロナ、アフターコロナを見据えた連携により、更な

る誘客を図ることで「みなと」を活用した交流人口の増加と地域経済の活性化を目指していきます。 


